
令和６年度 関東高等学校自転車競技大会 埼玉県予選会 

（主催）埼玉県高体連自転車競技専門部 

トラックレース：５月５日（日）、５月６日（月） 於：大宮双輪場 

ロードレース：５月８日（水） 於：群馬サイクルスポーツセンター 

                                                                           

Communiqué ―1―１                         R６.５.４ 

（１） 周回練習の時間・学校は、人数を考慮して以下の通りとします。 

競走車① 7：50～8：10  鳩山、栄北、杉戸農、叡明、浦和北、星槎川口、農大三 

競走車② 8：15～8：35  川越工、立教新座、大宮工、城北埼玉 

実用車   8：40～8：55 

なお、大会２日目は競走車①・②の学校を入れ替えて周回練習を行う。 

 

（２） 本大会の Communiqué（コミュニケ／連絡事項）・および暫定 Result（リザルト／競技

結果）はすべて以下のリザルト速報サイトに掲載します。関係者は必ず確認してください。 

http://www.rikkyo-niiza.jp/bicycle/ 

 

（３） 本大会は、（公財）日本自転車競技連盟の定める最新競技規則ならびに、全国高体連自転

車競技専門部の特別規則に則って実施します。大会特別規則は以下の通りです。 

 

① 以下の種目について、競技規則上本来認められない事故（ペダル外し、ホイール緩み、整備

不良等）の場合であっても、２回目のスタートを認めます（大会特別規則）。ただし、ＪＣＦ競技

規則第６条２項（１）「競技の運営・管理上の規定を順守しない」という項目に抵触するという

理由で該当選手・チームに警告を与えます。累積２回目の警告は当該種目において失格とな

ります。 

該当種目：タイムトライアル、インディヴィデュアル・パーシュート、 

チーム・スプリント、チーム・パーシュート 

※４ｋｍ速度競走については競技規則第１０５条通り再スタートを認めます。 

※その他の種目（ケイリン、スクラッチ、ポイントレース）においては、認められない事故  

が起きた場合の再スタートは認められません。 

② ケイリンのペーサー離脱速度は、女子・中学生についてはスタート時 25km/h、離脱時

45km/h とします。 

③ ケイリンのペーサー離脱位置については、競技規則第 98 条通り、フィニッシュ前約 750m 

の中央線（大宮双輪場においては1.5 周前）とします（いわゆる「高体連ルール」が解除され

たことに伴う処置）。 

※留意事項：ペーサーの離脱は最終スプリントの状況であるので、各競技者はフィニッシュ

ラインまで各自の走行ラインを保持しなくてはならない。（競技規則第 93条 10項） 

④ 競走種目における競技中のハンドル持ち替えは単独で走行している場合にのみ許容します。 

    留意事項：トラック上にいる間は、競技者は常に自転車をしっかりとコントロール下に置き、   

    ハンドル(あるいは延長部)上に少なくとも片手を置いておかなければならない。（競技規則 

第９０条第１項） 

 

http://www.rikkyo-niiza.jp/bicycle/
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Communiqué ―1―２                        R６.５.４ 

なお、競技に出場するすべての選手は、全国高体連自転車競技専門部が作成した以下の２

点を事前に確認してください。 

① 「安全講習会動画」 https://www.youtube.com/watch?v=7gPX6z9JZ84 

② 「競技規則解説」（202３年８月版） https://x.gd/uaErw ※多少の変更点があり

ます。 

 

また、各種目の大まかなルールについては、日本自転車競技連盟作成の「ルールが判ると

もっと楽しく、もっと面白くなる自転車競技」を参考にしてください。 

http://jcf.or.jp/wp2012/wp-content/uploads/downloads/2018/03/2018kyogi.pdf 

 

（４） 本大会では、トラックレースで、タイムトライアルに出場する選手全員を対象にして、バイク

チェック（検車）を行います。（なお、関東大会・インターハイなどの上位大会では、全種目・

全レースごとに、使用する自転車はすべて検車を通過する必要があります。） 

今回は、（一般社団法人）埼玉県自転車競技連盟の木村光男氏が担当します。 

ヘルメット・キャップの番号順に、４コーナー出口付近にて行います。検車後に発走となりま

すので、各選手は早めに準備を行うようにしてください。 

※本来の流れは、検車→招集→発走ですが、本大会では動線を考慮して上記のように招集

→検車→発走の流れで実施することとします。 

 

（５） 全選手、バンク・コース内を走行する際は周回練習も含めて手袋の着用を義務付けます。

手袋を着用していない場合は安全上の観点より走行させません。手袋忘れで招集や発走

に遅れることのないよう、十分に注意してください。 

 

（６） 保護者の方は５号スタンド（白い観客席）からのみの観覧となります。選手ピット（バックス

タンド）や場内（走路内）への立ち入りは一切お断りしております。また、競輪場内のゴミ箱

は一切使用不可ですので、ゴミは必ずお持ち帰りください。ご協力をお願いします。 

 

（７） バンク東側通用門（産業道路沿い、サンマルク筋向かい）より入場する際、競輪場の守衛並

びに安全対策員の指示に従ってください。 

 

 

審判長 関根真（杉戸農業） 

総務委員長 成塚章二（立教新座） 

高体連自転車競技専門部委員長 木下幸一（城北埼玉） 
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